
NO. 質問 回答

1

（別添２）仕様書３－２．クマ緊急出没対応事業

「（４）宮城県２）人の生活圏に出没するツキノワグマの出没ルート

推定調査」

「（６）山形県２）生息状況調査」

・上記 2 項目について、調査で用いる自動撮影カメラ、SD カード、

電池等の備品は県と受託者のどちらが用意するのでしょうか。

「（４）宮城県２）人の生活圏に出没するツキノワグマの出没ルー

ト推定調査」

電池及びSDカードは、受託業者が用意します。

「（６）山形県２）生息状況調査」

調査で用いる自動撮影カメラ、SD カード、電池等の備品は、受託業

者が用意します。

2

「（６）山形県３）出没対応研修会の開催」について

・謝金等の支払いは猟友会等の関係者に対しては不要で、講師を招聘

する場合に講師のみに必要という理解でよろしいでしょうか。

仕様書のとおり、講師は請負者を想定しており、猟友会への謝金も

不要です。

3

「（９）富山県２）AI 利用によるクマ出没状況の把握」について

・富山県がホームページで公開している情報の画像及び国土交通省北

陸地方整備局富山河川国道事務所ホームページで公開している画像は

富山県から提供いただけるという理解でよろしいでしょうか。

画像はホームページから直接ご利用いただく想定です。

4

「（15）和歌山県２」アンケート調査に基づく目撃情報、分布域の

整理」について

・アンケートの配布方法について、250 機関程度は郵送とあります

が、それ以外の 250 機関についてはどのように配布する予定でしょ

うか。

メールまたはFAX等を想定しています。

5

「（15）和歌山県２」アンケート調査に基づく目撃情報、分布域の

整理」について

・聞き取り調査の対象機関についてあらかじめ想定している機関はあ

るでしょうか。

森林組合や狩猟者等、日頃森林に入る機会のある方等を想定してい

ます。

6

仕様書３－３．クマの出没対策に係る手引き所の作成等

・令和６年度クマ出没緊急対応事業（環境省施行委任）の実施都道府

県数をご教示ください。

福島県、栃木県、新潟県、富山県、石川県、岐阜県、兵庫県になり

ます。

7

仕様書３－３．クマの出没対策に係る手引き所の作成等

・成果発表会において、本業務とは別で実施される令和６年度クマ出

没緊急対応事業（環境省施行委任）に関する発表は、実施都道府が行

うという理解でよろしいでしょうか。

ご認識のとおりですが、発表者との調整や資料のとりまとめ、会議

全体の構成検討・進行、旅費及び謝金の支払い等は受託業者による

実施を想定しています。

8

仕様書３－３．クマの出没対策に係る手引き所の作成等

・旅費及び謝金の支払いはコメンテータとして招集する３名の有識者

のみという理解でよろしいでしょうか。

ご認識のとおりです。

9

仕様書３－３．クマの出没対策に係る手引き所の作成等

・業務報告書とは別に、手引書及び概要版を印刷・製本する必要は無

いという理解でよろしいでしょうか。

手引き書及び概要版については、印刷製本は不要です。電子データ

の作成のみを想定しています。

　　質問回答


